
令和５年度 文京区立本郷小学校 授業改善推進プラン（道徳） 

 

 

 

身
に
付
け
さ
せ
た
い
力 

低学年 中学年 高学年 

○自分自身の生活を振り返ること

ができる。 

○自分自身の生活を振り返り、よ

りよい自分の姿を考えることが

できる。 

○よりよい自分の姿に向かって

努力できる。 

児
童
の
実
態 

 低学年  中学年  高学年 

１ 
 

年 

○提示された絵を見ながら、資

料の読み聞かせを真剣に聞

き、登場人物の気持ちにそっ

て、発言できる児童が多い。 

○登場人物の心情を考えて役割

演技をしたり、登場人物にな

りきって吹き出しに気持ちを

書いたりすることができる。 

○道徳的価値を理解することが

できても、道徳的価値に迫っ

た自己の振り返りが難しいた

め、道徳的判断や心情、実践

意欲に結び付かないことがあ

る。 

３ 
 

年 

○道徳的価値について把握す

る展開前段では意見を言え

る児童が多く、資料を読み、

内容を把握した上で登場人

物の気持ちを考えることが

できる。 

○道徳的価値について自分の

考えを書く場面では、書けな

かったり、的を射ていなかっ

たりする児童がいる。 

○道徳的価値について理解は

しているが、自分の生活体験

と結びつかない児童もいる。 

５ 
 

年 

○資料を読み、道徳的価値を把

握し、登場人物の気持ちに沿

って考え、友達と意見交流す

ることができるが、自分の考

えに固執してしまう児童も

見られる。 

〇登場人物の気持ちと自分の

経験を重ね合わせ、考えるこ

とができる児童が多いが、葛

藤場面で本音を出し切れな

いことがある。また、発言す

る児童に偏りがある。 

○道徳的価値について自分の

生活などに照らし合わせて

考えることは難しく、実践力

を育てていく必要がある。 

○道徳的価値について理解し

ているものの、実生活の中で

行動に移せない児童もいる。 

 



 

 

２ 
 

年 

○登場人物の気持ちを考えて積

極的に発言する児童が多い。ま

た、友達の意見に理解したり共

感したりする場面も見られる。 

○書く活動では、登場人物の気持

ちを考えて書いたり、自分自身

の出来事を振り返ったり、積極

的に書く児童が多い。 

○道徳的価値について理解する

ことはできるが、自分を客観視

することが難しいため、道徳

的価値に迫った自己の振り返

り行動に結び付かないことが

ある。 

４ 
 

年 

○道徳的価値について把握す

る展開前段では意見を言え

る児童が多い。また、価値の

一般化や自覚化の場面にな

ると意見が言えない児童が

多い。 

○それぞれの立場から多角的

に考えられない児童が多い。 

〇自分の意見に偏り、相手の立

場になって考えることが難

しい児童が見られる。 

〇友達の意見を取り入れて今

後の行動を考えられる児童

が多い。 

○発表の前に自分の考えをま

とめる時間をとったり、感想

を書く時間を確保したりす

ることで、自分の思いや考え

をもつことができている児

童が多い。 

６ 
 

年 

○資料を読み、人物の気持ち 

を考えることはできるが、葛

藤場面における意見が単一

的で、大まかな言葉での表現

に留まっており、心情の機微

への気付き・共感が弱い。 

○その授業の価値を考えなが

ら、授業に取り組む児童が多

い。 

○道徳的価値について理解し

ているものの、実生活の中で

行動に移せない児童もいる。 

 

授
業
改
善
の
具
体
的
な
手
立
て 

低学年 中学年 高学年 

１ 
 

年 

○場面の絵を活用した資料の提

示の仕方を工夫する。 

○自分の生活を振り返る時は、

具体的な場面を想起させ、価

値への意識付けを行う。 

○心情のメーターや矢印などを

活用して登場人物の心情変化

を可視化することで葛藤場面

や道徳的価値への意識付けを

考えられるようにする。 

〇多様な意見を聞き合いなが

ら、多角的・多面的に考えら

れるようにする。 

○ワークシートを活用し、自分

自身の振り返りに生かす。 

〇教師の説話以外にも絵本や歌を 

使って学習に余韻をもたせる。 

〇他教科・領域との関連付けをし  

 ながら、体験を思い起こせるよ

うにする。 

３ 
 

年 

○言葉や文章だけではなく、場

面の絵を活用した資料の提 

示を工夫する。 

○自分と友達の意見の違いに目

を向けさせ、既存の価値観を

揺さぶるような発問を工夫す

る。 

○自分の経験や道徳的価値に向

き合うために、書く時間を十

分に確保する。 

○課題に対しての考えや自分の

経験の振り返りについて、ペ

アやグループなどでの話し合

いを活用する。 

○教師による説話を児童にとっ

て身近な話題にし、共感をも

てるようにする。 

〇道徳的価値について、実生活

にどう生かしていく考える前

に、例示したり、すぐに答え

られる児童の意見を聞いたり

してから書き始めるようにす

る。 

５ 
 

年 

○場面の絵などを活用し、資料

に合った効果的な提示を工夫

する。 

○場面の経過や人物の心情の変

化が分かるように板書を工夫

する。 

○児童の実態に応じて教科書以

外の教材も活用したり、日常

生活での活動場面を提示した

りして課題がもてるように発

問を精選したり、個々の価値

の深まりや自己の生き方の振

り返りができるようにする。 

○道徳的価値について自分の経

験を振り返り、意見交流を通

して意見を知り、価値につい

て多面的・多角的な考えを深

められるようにする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

年 

○板書や場面絵を活用して、主

人公の心の動きや葛藤が見え

るような工夫をする。 

○気持ちを表す様々な言葉を学

級で確認し、自身の言葉で表

現しきれない心情の機微にも

共感できるようにする。 

〇役割演技や動作化をして、感

じたことに共感をもてるよう

にする。  

○ワークシートを活用し、自分 

の行動を振り返る機会を増や

す。 

〇道徳的価値に迫る導入を展開す

る。 

〇終末に教師の説話や詩の紹介、

振り返りの交流などで、再度 

価値を深める。 

４ 
 

年 

○場面の絵を活用した資料の提 

示の仕方を工夫する。 

○電子黒板やデジタル教科書を
使用して、内容を読み取れる
ようにする。 

○既存の価値観を揺さぶるよう

な発問を工夫する。 

〇様々な意見が明確になるよう

な発問構成・板書を工夫する。 

○考える時間や書く時間を十分

にとることで、自分の生活を

振り返り、価値に迫ることが

できるようにする。 

○教師による説話を児童にとっ

て身近な話題にし、共感をも

てるようにする。 

○場面の理解を深めるためにロ

ールプレイなどを行い、その

時に考えた気持ちを言葉にさ

せていく。 

 

６ 
 

年 

○場面の絵などを活用し、資料

に合った効果的な資料の提示

の仕方を工夫する。 

○人物の心情や、話し合いの過

程が分かるように板書の仕方

を工夫する。 

○書く時間を確実にとること

で、自分自身を見つめること

ができるようにする。 

○自分の生活を振り返り、価値

に照らしてよりよい自分の姿

を考えられるようにする。 

 



 

成
果
（
○
）
と
課
題
（
●
） 

低学年 中学年 高学年 

１ 
 

年 

〇導入時にめあてとなる道徳的価
値に関する発問をすることで、
その後の学習に関心をもって、
臨むことができた。 

〇資料掲示、板書、発問を工夫す
ることで、内容の理解につなが
り、道徳的価値について考える
きっかけになった。 

〇役割演技を通して、登場人物の
気持ちや価値への理解を図る
ことができた。 

○ワークシートを活用し、自分自
身の振り返りに生かすことがで
きた。 

●児童の生活につながるような題
材を工夫することで、道徳的価
値を自分自身の生活に結び付け
て考えられるようにしたい。 

●価値への意識付けができた直後
は、行動に表れる児童もいたが、
時間が経つと意識が薄れてしま
う児童が多いので、学校生活の
中で継続して指導していくこと
が必要である。 

●学校行事や学習内容等と関連さ
せるために年間の見通しをもっ
て、計画的に指導していく。 

３ 
 

年 

○場面の挿絵を活用した資料の 
提示により、場面の流れや登
場人物の気持ちを理解しやす
くなった。 

○発問に対する自分の考えを記
述する時間を十分に保障し、
意見の交流を通して、自分の
考えを広げたり深めたりする
ことができた。 

〇自分の考えをワークシートに
まとめることで、児童同士の
話し合いでは、分かりやすく
話すことができていた。 

〇役割演技を通して、登場人物
の気持ちを理解し、そこから
自分の考えを再構築すること
ができた。 

●学習教材を通して、自分の経
験がないため、これからの意
欲につながらない児童がい
た。 

●授業を行った直後は道徳的価
値を意識して行動することが
できたが、時間がたつとその
価値が意識できていない様子
も見られた。継続的に意識付
けを行っていく必要がある。 

５ 
 

年 

◯場面絵などの資料を提示する
タイミングと、発問のタイミ
ングを合わせることで、話の
内容がより理解しやすくなっ
ていた。 

◯ワークシートで今までとこれ
からの自分を見つめ直すこと
で、価値へと学びを深めるこ
とができた。 

○友達との対話の時間とワーク
シートに書く時間を確実に確
保したことで、自分の正直な
思いや考えを表現する児童が
増えた。 

●ワークシートや発言からは、
価値への意識付けができてい
る児童が見られるが、実際に
行動に移せる児童は多くなか
った。 

●発問の精選をして、児童が価
値に迫ることができるように
していく必要がある。 

●他者との交流や、全体の発表
を通しても、自分の考えに固
執し、変容があまり見られな
い児童もいた。 

●教科書を用いることで、読解
指導になってしまう場面があ
ったので、教科書での指導に
際して、要点をおさえていく。 

２ 

年 

 
○場面絵や貼るタイミングを工
夫することで、登場人物の気持
ちを考えやすくすることがで
きた。 

○登場人物の気持ちを視覚化す
ることで心の動きを捉えやす
くなったり、価値理解への発問
が広がったりした。 

○登場人物の気持ちを考えた後
に、自分の考えをまとめること
で、自分事として考えることが
できた。 

〇導入の部分で、一般的なことを
振り返させ、最後のまとめで自
分のことを考えさせるときに、
導入とリンクさせると考えや
すくなった。 

●振り返りの際、価値への意識は
見られたが、行動に起こすこと
については、日々の生活の中
で、意識付けを行うことが必要
である。 

●気持ちを表す言葉の掲示が十
分できなかったので、道徳の時
間に限らず、児童の発した言葉
を適宜掲示していく。 

●児童自身の経験が少なく、授業
の中で、道徳的価値と結び付け
られない児童がいた。学校生活
の中で意識させる必要がある。 

 

４ 
 

年 

 
○電子黒板や場面の絵を活用し
た資料の提示の仕方を工夫し
たことで、場面を理解し、そ
こから発問に対して考えてい
くことができた。 

○ワークシートに自分の考え思
いを書くことで、自分の心と
向かい合う時間を確保するこ
とができた。 

○教材文や学校行事等を関連さ
せた授業展開をすることで自
分たちの実際の生活をふりか
えり、今後の行動や考え方を
見直すことができた児童がい
た。 

○登場人物の気持ち行動や気持
ちを考え、自分だったらどの
ような行動をとるかと自分事
に考えられるようになった。 

●道徳の授業では、価値を理解
していたが、授業で考えたこ
とが実生活に活かせていない
児童がいた。 

●発問を工夫して一人一人が深
く考え、価値に迫るように展
開を工夫したが、話し合いは
一部の児童のみの参加になっ
てしまうことがあった。 

●価値について計画的に指導し
ていけるよう学校行事等と関
連させて年間の見通しをもっ
て指導していく。 

６ 
 

年 

 
○資料は教科書と合わせて、新
聞や絵本など様々な資料を活
用したことで、価値に近付く
ことができた。 

○自分について振り返って書く
時間を十分に確保すること
で、よりよい自分を考えるこ
とにつながった。 

●価値への意識は見られ、振り
返りにも反映されているもの
の、実生活で行動として価値
を意識できていない児童も見
られるため、日常の意識付け
を行うことが必要である。 

●価値の理解が道徳の時間のみ
で終わることがないように、
実生活での行動に結び付いて
いくよう、学校生活全般の中
で、教師が言葉をかけ気付か
せていく必要がある。 

●教科書の教材に加え、ディベ
ートやペア・グループなどの
学習形態を取り入れていくこ
とが効果的であると考える。 


